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このニュースは、「大和小学校・若宮小学校統合委員会」における協議の状況を地域の皆さまにお

知らせするために発行しています。 

2 月 2 日に開催した第 2 回統合委員会では、「統合新校のあり方」や「統合新校の校舎等の施設」

などについて協議しました。今号ではその概要をお知らせします。 

 

 

新校の教育目標等については、統合する両校

で検討を進めることになりますが、新しい学校

をつくるということから、統合委員会において

も、目指す学校像や子ども像などについての検討を行いました。主な意見は次のとおりです。 

・ 子どもが成長していく過程で、「生きる力」を身につけることは大切だと思う。その中でも、

自分で考え、行動する自立性も求められていることだと思う。 

・ これまで両校で実施してきた高齢者との交流事業などを新校に引継ぎ、今後も地域は学校と深

くかかわっていく必要がある。また、家庭が果たすべき役割を地域が補うことも考えていきたい。 

・ 地域、子ども、学校との絆がとても深まった地域だと感じている。新校に取り入れていくもの

を考えるときに、このことを意識していきたい。 

・ 日本の子どもたちは受け身的な感じがする。地域の力を活用して、子どもたちが主体となり活

動できるような試みを新校ではできないだろうか。 

・ 統合すると児童数、学級数が増える。規律に重点をおいて指導する考えがあってもよい。 

・ 二つの学校が一つの学校になるということから、公平や平等ということが出てくると思うが、

公平や平等を取り違えないように考えていきたい。 

◆ 次回以降も、統合新校のあり方については、適宜、検討していきます。また、新しい学校の教育

目標等は、両校での検討の進捗状況に応じて統合委員会に情報提供してもらいます。 

 

 

大和小学校と若宮小学校の統合新校は、

現在の大和小学校の位置となりますが、

統合新校の校舎は、教育環境の向上を図

るために平成２９・３０年度に大規模改修工事が実施されます。また、この工事期間中は、学校生活

への影響を考慮し、若宮小学校を仮校舎として使用することから、平成２８年度の夏休み期間を利用

して統合による児童数や学級数の増に対応するための改修工事が実施されます。 

施設改修について検討しました 

新校のあり方を検討しました 

                                               

☆☆☆☆☆大和小学校と若宮小学校は平成２９年４月に統合する予定です☆☆☆☆☆ 
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＜工事スケジュール等＞ 

◆ ●統合
改修工事
（夏休み期間中）

●新校舎へ移転

若宮小の位置
（仮校舎）

大和小の位置
（新校舎）

◆大規模改修工事
　（平成２９・３０年度）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

仮校舎へ通学

新校舎へ通学

 

学校統合委員会では、統合新校の校舎（大和小学校）の大規模改修工事と、仮校舎（若宮小学校）

の改修工事について検討を進めていきます。 

今回の統合委員会では、「中野区立小中学校施設整備計画（※）」と、「学校再編に伴う仮校舎改修及

び大規模改修の基本的な考え方」について、教育委員会事務局から説明を受けました。 

（※ 中野区立小中学校施設整備計画については、中野区教育委員会ホームページをご覧ください。） 

 学校再編に伴う仮校舎改修及び大規模改修にあたっての基本方針の概要は次のとおりです。 

＜仮校舎の施設整備＞ 

統合新校として円滑なスタートを切ることができるよう、必要な改修を行っていく。 

そのために、学校運営に支障が無いよう、統合後の児童・生徒数や学級数に対応した教室

の整備、特に不足する教室の整備を行うとともに、子どもたちが安全で安心して学校生活を

送ることができるように必要な改修を行う。 

＜大規模改修＞ 

  統合新校として、新たな歩みを始めるにふさわしい学校づくりを行っていく。 

そのために、校舎の大規模な改修をし、統合新校にふさわしい校舎として整備する。また、

機能的には、少人数指導や習熟度別指導、ＩＣＴ教育などに配慮した教育環境を整え、子ど

もたちが学校で快適に過ごせるよう、特別教室の冷房化やトイレの洋式化などを図り、教育

環境の質的向上を図っていく。 

 説明を受け、施設整備について意見交換を行いました。主な意見は次のとおりです。 

・ 必要な教室数を確保するため、特別教室等を普通教室に転用するようだが、ゆとりの教室も 

子どもたちにとって大切な空間だ。 

・ 北側に開かれた学校になるように、正門を北側にすることはできないだろうか。 

・ 子どもたちの交流を考えると、特別支援学級と一般の職員室は今後も一緒でよいと思う。 

・ 卒業記念制作品等をどのようにするのか、議論や工夫が必要だ。 

◆次回は、校舎等の施設整備について、学校ごとの具体的な考え方が示され、協議をする予定です。 

 

 

 

 

 

※ 統合委員会の会議要旨は、区役所５階教育委員会事務局学校再編担当または教育委員会ホームページでご覧になれます。 
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次回の統合委員会は、 
3 月 16 日(月) 

に開催する予定です。 

                                               

☆☆☆☆☆大和小学校と若宮小学校は平成２９年４月に統合する予定です☆☆☆☆☆ 


